
三
点

四
点

五
点

六
点

七

点

九
点

十
点

　
《
互
選
句
》

〈
選
句
の
み
〉

〈
投
句
・
選
句
〉

〈
選
者
〉

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

万
緑
や
疲
れ
い
さ
さ
か
万
歩
計

寿
の
幟
の
文
字
（
も
ん
じ
）
ふ
く
ら
め
り

ペ
ン
持
つ
手
庖
丁
を
持
ち
夏
に
入
る

大
皿
に
山
女
大
き
く
眼
も
口
も

意
志
あ
り
て
群
れ
立
つ
蕗
や
さ
み
ど
り
に

雨
催
い
ト
ト
ロ
の
森
で
郭
公
鳴
く

巣
ご
も
り
の
湯
浴
み
窓
打
つ
青
嵐

年
来
の
鉢
打
ち
壊
し
根
分
け
か
な

誇
る
も
の
ひ
と
つ
水
虫
な
き
足
裏
（
あ
う
ら
）

藤
の
花
風
に
揺
れ
浮
か
ぶ
大
津
絵

い
か
づ
ち
や
休
校
疲
れ
を
我
慢
の
子

紅
色
の
上
枝
（
ほ
つ
え
）
に
揺
る
る
栃
の
花

沈
黙
は
男
の
矜
恃
栗
の
花

魔
除
け
に
と
新
タ
マ
ネ
ギ
を
今
日
も
又

し
ば
ら
く
は
一
人
静
を
友
と
し
て

罌
粟
の
花
日
毎
に
盛
る
売
地
か
な

何
時
の
間
に
日
蔭
を
歩
む
薄
暑
か
な

積
み
置
き
し
本
読
め
ぬ
ま
ま
四
月
尽

ふ
た
り
連
れ
斜
め
に
座
る
五
月
か
な

薫
風
や
古
き
寺
ま
で
足
伸
ば
し

籠
る
日
々
そ
し
ら
ぬ
顔
の
蟻
動
く

緑
さ
す
堀
端
に
建
つ
新
社
屋

陽
の
光
草
木
に
宿
る
五
月
か
な

己
が
影
水
に
落
と
し
て
鮎
を
釣
る

初
夏
の
旅
水
掛
け
不
動
に
待
合
は
す

て
ん
と
虫
葉
裏
に
そ
っ
と
憩
い
け
り

ひ
っ
そ
り
と
真
白
の
衣
や
ま
ぼ
う
し

恙
無
き
日
々
を
大
事
に
新
茶
汲
む

よ
く
流
行
る
町
の
医
院
の
熱
帯
魚

結
ひ
上
げ
し
女
将
の
う
な
じ
水
を
打
つ

山
菜
の
苦
味
楽
し
む
立
夏
か
な

友
逝
く
日
香
り
重
た
し
蜜
柑
花

甚
平
着
て
風
の
機
嫌
を
聴
い
て
を
り

新
茶
汲
む
二
人
の
歩
み
知
る
湯
飲
み

ブ
ラ
下
が
る
子
無
き
鉄
棒
百
日
紅

子
供
等
の
頭
が
囲
む
青
蛙

◎
は
孤
舟
選
者
の
選

盛
雄

天
牛

天
牛

け
い
子

亜
也

正
明

ゆ
た
か

堂
哉

恵
洲

た
だ
し
げ

健
介

五
郎
太

孤
舟

け
い
子

規
雄

堂
哉

堂
哉

千
恵

五
郎
太

五
郎
太

盛
雄

昇
忠
彦

孤
舟

紀
久
男

規
雄

啓
子

昇
恵
洲

孤
舟

忠
彦

啓
子

孤
舟

健
介

正
明

弘
子

（
紀
・
恵
・
天
）

（
孤
・
孝
・
三
）

（
〇
紀
・
隆
・
〇
盛
）

（
堂
・
ゆ
・
く
）

（
紀
・
孝
・
龍
）

（
紀
・
孤
・
昇
）

（
そ
・
紀
・
盛
）

（
五
・
〇
健
・
亜
）

（
健
・
昇
・
規
）

（
紀
・
〇
五
・
盛
）

（
眞
・
紀
・
天
）

（
紀
・
孤
・
ゆ
）

（
恵
・
規
・
く
）

（
紀
・
龍
・
隆
・
亜
）

（
紀
・
〇
恵
・
堂
・
隆
）

（
眞
・
紀
・
び
・
〇
亜
）

（
五
・
千
・
孝
・
充
）

（
孤
・
隆
・
充
・
亜
）

（
紀
・
忠
・
亜
・
三
）

（
千
・
龍
・
く
・
三
）

（
眞
・
隆
・
啓
・
〇
浩
・
〇
け
）

（
忠
・
孤
・
〇
弘
・
正
・
規
）

（
紀
・
孤
・
孝
・
び
・
啓
）

（
五
・
〇
ゆ
・
充
・
啓
・
け
）

（
孤
・
正
・
け
・
天
・
盛
・
三
）

（
健
・
〇
千
・
た
・
敏
・
ゆ
・
浩
）

（
紀
・
忠
・
五
・
孝
・
敏
・
堂
）

（
そ
・
紀
・
孤
・
弘
・
び
・
〇
規
）

（
眞
・
孤
・
弘
・
び
・
〇
正
・
浩
）

（
紀
・
健
・
た
・
敏
・
堂
・
充
）

（
そ
・
紀
・
千
・
た
・
敏
・
ゆ
）

（
〇
そ
・
紀
・
忠
・
五
・
浩
・
〇
敏
・
三
）

（
恵
・
〇
昇
・
び
・
正
・
〇
啓
・
け
・
三
）

　
〇
堂
・
昇
・
規
）

（
〇
眞
・
そ
・
孤
・
〇
忠
・
孝
・
敏
・

　
〇
天
・
盛
）

（
そ
・
弘
・
健
・
た
・
龍
・
ゆ
・
浩
・
く
・

啓
・
浩
・
け
）

（
そ
・
紀
・
孤
・
健
・
恵
・
堂
・
〇
充
・

福
島
正
明
　
古
田
昇
　
星
田
啓
子
　
宮
内
規
雄
　
山
崎
亜
也
　
山
田
け
い
子
　
山
内
天
牛

小
早
健
介
　
在
間
千
恵
　
佐
藤
た
だ
し
げ
　
朱
牟
田
恵
洲
　
土
谷
堂
哉
　
豊
田
ゆ
た
か

伊
賀
山
そ
ら
お
　
今
井
紀
久
男
　
柿
﨑
忠
彦
　
川
口
孤
舟
　
久
米
五
郎
太
　
小
西
弘
子

川
口
孤
舟

　
　
　
令
和
二
年
五
月
二
十
八
日
（
木
）

投
句
　
三
十
日

(

土
）

選
句
　
に
よ
る
ウ
ェ
ブ
句
会

 
 
 
 
 
 
第
四
百
九
回
　
青
葉
会

早
川
充
章
　
松
崎
浩
　
村
田
く
に
子
　
山
本
三
恵

安
部
眞
希
子
　
重
枝
孝
岳
　
庄
司
龍
平
　
高
橋
敏
郎
　
橋
口
隆
　
長
谷
見
敏
（
び
ん
）

渡
邊
盛
雄



一
点

二
点

猫
二
匹
鳴
き
声
ひ
と
つ
五
月
闇

桑
の
実
や
孫
八
才
の
誕
生
日

孫
の
鯉
尻
尾
我
が
家
の
上
泳
ぐ

家
に
居
り
日
毎
濃
さ
ま
す
若
葉
か
な

鵜
を
恃
み
鮎
獲
る
漁
や
神
供
え

母
の
日
の
祝
い
た
き
母
遺
影
か
な

大
き
マ
ス
ク
し
て
夏
場
所
の
な
い
力
士

日
本
全
国
晴
れ
の
予
報
や
風
薫
る

庭
先
に
菜
園
つ
く
り
夏
野
菜

連
休
は
ス
テ
イ
ホ
ー
ム
で
草
む
し
り

ミ
ニ
ト
マ
ト
庭
で
小
っ
ち
ゃ
な
花
を
つ
け

惜
春
や
古
都
の
輝
い
ま
何
処

さ
あ
授
業
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
風
薫
る

帰
宅
し
て
手
洗
ふ
習
慣
草
茂
る

新
ス
マ
ホ
ま
ず
孫
の
声
を
子
供
の
日

夏
鶯
自
粛
疲
れ
を
癒
し
く
れ

ち
ぬ
捌
く
妻
を
介
護
の
句
友
か
な

籠
り
居
の
吾
を
お
ち
ょ
く
る
や
ほ
と
と
ぎ
す

用
済
ま
せ
ぶ
ら
ぶ
ら
歩
く
初
夏
の
町

初
つ
ば
め
地
を
這
う
如
く
飛
び
去
り
ぬ

薫
風
や
伸
び
放
だ
い
の
髪
を
苅
る

会
い
た
く
も
友
も
巣
ご
も
り
五
月
晴

巣
ご
も
り
の
つ
れ
づ
れ
壺
に
額
の
花

朔
日
の
慣
ひ
の
読
経
夏
来
る

緑
な
す
茶
の
湯
教
本
色
褪
せ
る

携
帯
で
英
字
紙
読
む
や
風
青
し

太
古
よ
り
変
わ
ら
ぬ
疾
さ
ご
き
か
ぶ
り

盛
雄

天
牛

天
牛

け
い
子

啓
子

堂
哉

恵
洲

恵
洲

仝 仝

た
だ
し
げ

千
恵

仝 仝
忠
彦

仝 仝
紀
久
男

そ
ら
お

そ
ら
お

天

牛

ゆ
た
か

ゆ
た
か

堂
哉

五
郎
太

五
郎
太

孤
舟

（
昇
）

（
龍
）

（
け
）

(
千
）

（
紀
）

（
紀
）

（
天
）

（
く
）

（
隆
）

（
紀
）

（
天
）

（
紀
）

（
紀
）

（
眞
）

（
紀
）

（
忠
）

（
忠
）

（
規
）

（
紀
）

（
た
）

（
〇
龍
・
く
）

（
千
・
〇
た
）

（
紀
・
昇
）

（
弘
・
盛
）

（
紀
・
正
）

（
紀
・
正
）

（
恵
・
亜
）

《
句
評
》

九
点
句
「
新
茶
汲
む
二
人
の
歩
み
知
る
湯
飲
み
」

　
　
　
　
①
天
牛
さ
ん
・
・
が
ら
ん
と
し
た
遊
び
場
に
咲
く
百
日
紅
が
き
い
て
い
ま
す
。
い
い
句
で
す
ね
。

　
　
　
「
ブ
ラ
下
が
る
子
無
き
鉄
棒
百
日
紅
」

　
　
　
　
棒
切
れ
で
痛
め
つ
け
る
か
、
ど
ち
ら
か
に
な
り
ま
す
。

　
　
　
　
①
紀
久
男
・
・
中
七
の
表
現
「
頭
」
が
上
手
い
。
こ
れ
が
蛇
な
ら
囲
ま
ず
遠
巻
き
に
し
て
敬
遠
す
る
か
、

十
点
句
「
子
供
等
の
頭
が
囲
む
青
蛙
」

七
点
句
「
甚
平
着
て
風
の
機
嫌
を
聴
い
て
を
り
」

　
　
　
　
②
忠
彦
さ
ん
・
・
湯
飲
み
に
夫
婦
の
人
生
を
語
ら
せ
た
味
の
あ
る
句
と
思
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
こ
の
時
ば
か
り
は
笑
顔
。
深
く
頷
く
懐
か
し
い
昭
和
の
我
が
家
。

　
　
　
　
　
割
っ
て
入
る
の
は
無
粋
。
「
今
日
か
ら
新
茶
」
と
祖
母
の
華
や
い
だ
声
。
夫
は
ど
ち
ら
も
無
口
。
で
も

　
　
　
　
　
湯
飲
み
。
も
う
若
く
な
い
夫
婦
が
黙
っ
て
お
茶
を
飲
ん
で
い
る
。
二
人
の
世
界
、
二
人
の
来
し
方
、

　
　
　
　
①
眞
希
子
さ
ん
・
・
祖
父
母
、
両
親
を
私
の
目
に
夫
婦
と
し
て
意
識
さ
せ
た
の
が
夫
婦
（
め
お
と
）
の

　
　
　
　
①
敏
郎
さ
ん
・
・
「
香
り
重
た
し
」
が
印
象
的
で
す
。

　
　
　
「
友
逝
く
日
香
り
重
た
し
蜜
柑
花
」

　
　
　
　
　
コ
ロ
ナ
終
息
の
風
の
朗
報
を
心
待
ち
に
し
て
い
る
よ
う
な
余
裕
が
良
い
で
す
ね
。

　
　
　
　
②
昇
さ
ん
・
・
・
風
に
も
色
ん
な
表
情
や
情
報
が
あ
り
ま
す
。
自
宅
籠
城
下
、
甚
平
姿
で
自
若
と
し
て

　
　
　
　
①
正
明
さ
ん
・
・
「
風
の
機
嫌
を
聴
い
て
い
る
」
こ
の
表
現
が
上
手
い
。



　
✼
　
　
✼
　
　
✼
　
　
✼
　
　
✼

　
　
　
令
和
二
年
　
六
月
七
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
責
　
紀
久
男

▲
当
季
雑
詠
五
句
　
投
句
二
句

六
月
二
十
五
日
（
木
）
午
後
一
時
半
か
ら
五
時
　
文
京
区
民
セ
ン
タ
ー
会
議
室

六
点
句
「
て
ん
と
虫
葉
裏
に
そ
っ
と
憩
い
け
り
」

　
　
　
　
①
弘
子
さ
ん
・
・
い
よ
い
よ
丸
紅
の
新
社
屋
が
建
ち
あ
が
り
ま
し
た
・
新
緑
に
映
え
て
素
晴
ら
し
い

五
点
句
「
緑
さ
す
堀
端
に
建
つ
新
社
屋
」

　
　
　
　
　
は
じ
め
に
取
り
敢
え
ず
美
味
し
い
も
の
を
食
べ
る
の
も
い
い
で
す
ね
。
「
初
夏
の
旅
」
も
効
い
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
①
川
崎
雅
子
「
き
さ
ら
ぎ
」
選
者
・
・
法
善
寺
横
丁
の
水
掛
け
不
動
さ
ん
の
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
旅
の

　
　
　
「
初
夏
の
旅
水
掛
け
不
動
に
待
合
は
す
」

　
　
　
　
①
千
恵
さ
ん
・
・
小
さ
い
命
に
向
け
ら
れ
た
愛
情
を
感
じ
ま
す
。
や
さ
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

四
点
句
「
罌
粟
の
花
日
毎
に
盛
る
売
地
か
な
」

　
　
　
　
②
隆
さ
ん
・
・
・
《
連
想
》
「
巣
ご
も
り
を
横
目
に
見
る
や
蟻
の
道
」

　
　
　
　
　
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　
　
　
　
①
け
い
子
さ
ん
・
コ
ロ
ナ
の
日
々
「
そ
し
ら
ぬ
顔
」
が
お
も
し
ろ
く
、
の
ん
び
り
吉
報
を
待
つ
風
情

　
　
　
「
籠
る
日
々
そ
し
ら
ぬ
顔
の
蟻
動
く
」

　
　
　
　
　
そ
の
眺
め
を
誇
ら
し
い
思
い
で
見
て
お
ら
れ
る
気
持
ち
が
伝
わ
り
ま
す
。

　
　
　
　
①
亜
也
さ
ん
・
・
自
作
も
含
め
い
さ
さ
か
食
傷
す
る
感
の
あ
る
コ
ロ
ナ
絡
み
の
句
の
中
で
、
さ
り
げ
な

　
　
　
「
ふ
た
り
連
れ
斜
め
に
座
る
五
月
か
な
」

　
　
　
　
①
隆
さ
ん
・
・
下
五
→
「
今
日
も
買
ふ
」
で
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

　
　
　
「
魔
除
け
に
と
新
タ
マ
ネ
ギ
を
今
日
も
又
」

　
　
　
　
　
表
し
ま
す
。

　
　
　
　
①
亜
也
さ
ん
・
・
拙
宅
の
近
所
で
も
見
か
け
る
景
。
日
々
の
「
変
化
を
捉
え
た
観
察
眼
に
敬
意
を

　
　
　
「
藤
の
花
風
に
揺
れ
浮
か
ぶ
大
津
絵
」

　
　
　
　
②
紀
久
男
・
・
・
「
根
分
け
」
は
春
の
季
語
で
す
。

　
　
　
　
①
健
介
さ
ん
・
・
根
分
け
し
た
経
験
な
い
で
す
が
、
「
年
来
」
の
鉢
を
壊
す
の
は
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
り
ま
す
。

三
点
句
「
年
来
の
鉢
打
ち
壊
し
根
分
け
か
な
」

　
　
　
　
　
さ
に
好
感
を
持
ち
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
し
た
が
、
奥
様
が
胸
椎
腰
椎
を
骨
折
さ
れ
寝
た
き
り
に
。
9
2
歳
で
初
め
て
厨
房
に
入
っ
て
色
々
な
料
理

　
　
　
　
①
紀
久
男
・
・
・
毎
朝
、
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
の
「
プ
ル
タ
ル
ク
」
の
翻
訳
を
さ
れ
こ
の
ほ
ど
完
了
さ
れ
ま

　
　
　
「
ペ
ン
持
つ
手
庖
丁
を
持
ち
夏
に
入
る
」

　
　
　
　
　
つ
や
や
か
な
大
津
絵
の
藤
娘
の
姿
が
浮
か
ぶ
。

　
　
　
　
　
藤
は
松
に
し
が
み
つ
く
と
強
く
締
め
る
。
若
い
娘
か
有
馬
の
遊
女
か
。
長
唄
に
な
り
、
舞
踊
に
な
っ
た

　
　
　
　
①
五
郎
太
さ
ん
・
藤
棚
に
風
が
吹
き
、
垂
れ
た
花
が
可
憐
に
、
ま
る
で
し
な
だ
れ
か
か
る
よ
う
に
揺
れ
る
。

　
　
　
　
①
龍
平
さ
ん
・
・
私
も
永
く
理
髪
に
行
け
ず
堪
ら
ず
家
居
中

<

セ
ル
フ
カ
ッ
ト

>

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
。

　
　
　
「
薫
風
や
伸
び
放
だ
い
の
髪
を
苅
る
」

　
　
　
　
①
た
だ
し
げ
さ
ん
・
家
に
籠
る
日
々
の
気
持
ち
が
よ
く
表
れ
て
い
て
共
感
で
き
る
。

二
点
句
「
会
い
た
く
も
友
も
巣
ご
も
り
五
月
晴
」

　
　
　
　
　
愛
用
の
万
年
筆
を
料
理
の
庖
丁
に
持
ち
替
え
て
の
奮
闘
ぶ
り
に
エ
ー
ル
を
送
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
を
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
奥
様
に
褒
め
ら
れ
る
程
腕
を
上
げ
ら
れ
た
由
。

　
　
●
次
回
青
葉
会

　
　
　
　
　
《
連
想
》
→
「
家
居
長
セ
ル
フ
カ
ッ
ト
し
夏
に
入
る
」



常
温
良
し
冷
酒
（

ひ
や
）

は
な
ほ
佳
き
「

老
松
」

て
ふ

青
に
染
ま
る
通
天
閣
の
夏
夕
べ

裏
山
に
う
ぐ
ひ
す
高
く
声
澄
め
り

う
ぐ
ひ
す
を
妻
と
聞
き
お
り
庭
青
々

緑
蔭
や
孤
独
は
最
期
だ
け
で
い
い

鬼
貫
の
歩
み
し
あ
た
り
余
花
に
会
ふ

畦
川
の
煌
め
き
跳
る
五
月
か
な

一
丁
を
半
分
づ
つ
に
冷
奴

独
り
酌
む
涼
し
き
風
を
入
れ
な
が
ら

 
 
 
 
 
 
ー
ー
ー
「
森
の
座
」

五
月
号

春
の
川
海
と
馴
れ
合
ひ
海
に
な
る

妻
の
耳
お
と
ろ
ふ
斯
程
の
初
音
聞
か
ず

ド
ミ
ン
ゴ
も
斯
く
や
の
初
音
渡
り
来
る

春
立
ち
ぬ
神
の
御
稜
威
（
み
い
つ
）

の
御
前
に

い
つ
も
と
は
違
ふ
ゆ
る
さ
の
寒
明
く
る

ゆ
さ
ゆ
さ
と
春
の
星
押
す
観
覧
車

春
の
鷹
放
し
秩
父
は
山
の
国

こ
ぼ
れ
て
は
小
米
の
や
う
に
枝
垂
梅

バ
リ
カ
ン
の
五
分
刈
り
一
気
麦
の
春

白
銀
の
爪
ふ
っ

く
ら
と
辛
夷
の
芽

陽
に
眠
り
香
り
に
狂
ふ
春
の
蝿

電
線
に
結
ば
れ
家
並
冬
欅

競
は
さ
れ
花
展
に
崩
る
寒
椿

令
和
二
年
六
月
 
青
葉
会
報

仝
紀
久
男

仝
雅
夫

健
介

盛
雄

仝 仝
充
章

仝 仝 仝 仝
陽
亮

仝 仝 仝 仝
弘
子

仝 仝
眞
希
子

　
　
四
、
関
係
者
近
詠

　
　
　
　
大
い
に
愉
し
ま
せ
て
貰
い
ま
し
た
。

連
句
界
の
大
御
所
で
し
た
丸
谷
才
一
も
ゲ
ス
ト
に
招
ば
れ
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
相
当
読
み
応
え
あ
り
ま
す
。

連
衆
の
池
央
耿
（
い
け
ひ
ろ
あ
き
）
さ
ん
の
ド
ビ
ュ
ッ

シ
ー

に
つ
い
て
の
論
考
は

　
　
　
　
・
兜
子
忌
や
今
に
不
明
の
青
き
闇
（

兜
子
と
は
赤
尾
兜
子
を
指
し
ま
す
）

　
　
　
　
・
原
発
の
陰
に
ひ
っ

そ
り
土
筆
伸
ぶ

　
　
二
、
盛
雄
さ
ん
の
毎
日
新
聞
・
兵
庫
文
芸
・
若
森
京
子
選
・
入
選
作
を
紹
介

　

　
　
　
　
令
和
二
年
六
月
七
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紀
久
男
　
記

　
　
三
、
恵
洲
さ
ん
の
俳
諧
味
溢
れ
る
連
句
と
粋
な
都
々
逸
は
高
名
で
す
。

学
生
時
代
か
ら
の
連
句
の
お
仲
間

　
　
　
　
一
人
旅
を
す
る
。

今
日
の
句
、
句
集
「
星
空
」
か
ら
、
作
者
は
埼
玉
県
川
越
市
に
住
む
。

　
　
　
　
俳
句
仲
間
の
若
い
看
護
師
に
イ
タ
リ
ア
料
理
を
お
ご
る
。

ハ
ン
モ
ッ

ク
の
あ
る
観
光
施
設
を
探
し
て

　
　
　
　
の
カ
バ
舎
の
前
に
腰
を
お
ろ
し
て
あ
ん
パ
ン
を
食
べ
る
。

お
寺
の
大
き
な
縁
側
で
ち
ょ
っ

と
昼
寝
す
る
。

　
　
　
　
・
ボ
ー
ル
蹴
る
少
女
の
動
き
夏
の
蝶

　
　
　
　
・
消
し
切
れ
ぬ
歴
史
の
汚
れ
サ
ル
ビ
ア
燃
ゆ
（
沖
縄
戦
禍
）

　
　
　
　
・
花
桐
や
万
葉
文
化
今
に
生
く

　
　
　
　
世
情
が
安
定
し
た
ら
、
た
と
え
ば
次
の
よ
う
な
こ
と
を
し
た
い
。

海
辺
で
水
平
線
を
眺
め
る
。

動
物
園

　
　
　
「
夢
見
る
に
程
よ
き
高
さ
ハ
ン
モ
ッ

ク
」
川
口
　
襄

　
　
一
、
孤
舟
選
者
の
作
品
が
5
月
2
0
日
毎
日
新
聞
、
坪
内
稔
典
の
コ
ラ
ム
「
季
語
刻
々
」
に
引
用
掲
載
さ
れ

　
　
　
　
ま
し
た
。

　
　
　
　
ご
恵
贈
に
与
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
「

鹿
吟
舎
」

発
足
四
十
周
年
記
念
に
「
鹿
柴
」
を
上
梓
さ
れ
（
平
成
三
十
年
十
二
月
発
行
。
8
5
0
頁
）

　
　
　
　
・
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
果
て
は
淡
路
の
野
水
仙


